
福岡県信用保証協会 
 

Ⅰ 法人の概要（令和 6 年 4 月 1 日現在） 

 1 所 在 地  福岡県福岡市博多区博多駅南二丁目 2 番 1 号 

 2 設 立 年 月 日  昭和 24 年 3 月 29 日 

 3 代 表 者  会長  山﨑 建典 

 4 基 本 財 産  76,635,766 千円 

 5 北九州市の出捐金  437,070 千円（出捐の割合 0.57％） 

 6 役 職 員 数 

  
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員  23 人 0 人 0 人  23 人 

 
常 勤   6 人 0 人 0 人   6 人 

非常勤  17 人 0 人 0 人  17 人 

職 員 183 人 0 人 0 人 183 人 

 

Ⅱ 令和５年度事業実績 

１ 保証部門 

物価高や人材不足等の中小企業を取り巻く経営環境が厳しい中、ゼロゼロ融資の返済開始が本格化した

ことから、金融機関と連携し、伴走支援型特別保証制度による借換の推進により、迅速かつ適切な資金繰

り支援に努めました。 

また、ゼロゼロ融資の元金据置が終了し、返済を開始する予定者に対して、借換制度や物価高対策に係

る自治体制度融資、経営支援メニューを記載したダイレクトメールを送付するなどの周知を図りました。 

 

2  期中管理・経営支援部門 

【保証承諾・代位弁済等の状況】 

区  分 項 目 令和 5 年度 前年比 

保 証 承 諾 
件 数 21,676 件 113.8％ 

金 額 307,107 百万円 130.3％ 

期末保証債務残高 
件 数 121,304 件 91.4％ 

金 額 1,336,552 百万円 85.8％ 

代 位 弁 済 
件 数 2,377 件 160.6％ 

金 額 23,146 百万円 146.9％ 

 

 

 

 

 



3  回収部門 

【求償権回収等の状況】 

区 分 項 目 令和 5 年度 前年比 

求   償   権 

完済件数 41 件 105.1％ 

回収額 751 百万円 98.4％ 

償却件数 1,542 件 164.7％ 

償却額 21,224 百万円 161.9％ 

期 末 求 償 権 
件 数 2,416 件 149.0％ 

金 額 6,929 百万円 120.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 令和５年度決算 

１ 貸 借 対 照 表 

  令和6年3月31日現在（単位：円） 

借   方 貸   方 

科 目 金 額 科 目 金 額 

 現 金     791.782  基本財産 76,635,766,178 

現金 791.782       基金 11,053,269,425 

預け金 47,184,210,318        基金準備金 65,582,496,753 

当座預金 141,647,505 収支差額変動準備金 38,312,574,921 

      普通預金 17,127,829,678 責任準備金 9,245,691,639 

      定期預金 29,900,000,000 求償権償却準備金 2,054,718,309 

      郵便貯金 14,733,135 退職給与引当金 1,456,255,304 

有価証券  102,712,317,504 損失補償金 46,131,974,987 

      地方債 33,198,417,504 保証債務 1,336,551,738,624 

       社債 69,500,000,000 雑勘定 34,147,214,811 

       株式 13,900,000 仮受金 23,718,808 

動産･不動産 2,407,832,498 保険納付金 219,899,337 

      事業用不動産 2,271,850,724       損失補償納付金 152,911,786 

       事業用動産 135,981,774 未経過保証料 33,709,702,829 

損失補償金見返 46,131,974,987 未払保険料 3,298,205 

保証債務見返 1,336,551,738,624       未払費用 37,683,846 

求償権 6,928,779,072   

雑勘定 2,618,289,988   

       仮払金 12,962,166   

      厚生基金 38,268,000   

       連合会勘定 696,913      

       未収利息 134,293,715   

未経過保険料 2,432,069,194   

合  計 1,544,535,934,773 合  計 1,544,535,934,773 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 収 支 計 算 書 

自 令和5年4月1日 

至 令和6年3月31日（単位：円） 

科  目 金  額 

経 常 収 入 15,604,020,473 

  保証料 11,941,878,688 

  預け金利息 8,953,727 

  有価証券利息配当金 482,550,235 

  損害金 111,892,834 

  事務補助金 2,215,724,093 

  責任共有負担金 798,057,000 

  雑収入 44,963,896 

経 常 支 出 9,417,029,781 

  業務費 3,172,981,222 

    役職員給与 1,509,116,168 

    退職給与引当金繰入 106,931,686 

    その他人件費 305,852,427 

    旅費 8,968,891 

    事務費 927,982,520 

  賃借料 56,741,784 

    動産・不動産償却 58,558,369 

    信用調査費 16,421,791 

    債権管理費 116,028,115 

    指導普及費 34,534,671 

    負担金 31,844,800 

  信用保険料 6,244,048,221 

 雑支出 338 

経常収支差額 6,186,990,692 

経常外収入 32,442,840,447 

償却求償権回収金 231,895,453 

責任準備金戻入 10,280,461,335 

求償権償却準備金戻入 1,669,598,610 

求償権補てん金戻入 20,255,689,427 

        保険金 18,255,754,960 



損失補償補てん金 1,999,934,467 

その他収入 5,195,622 

経常外支出 32,528,655,473 

求償権償却 21,223,552,047 

雑勘定償却 4,472,031 

退職金 221,444 

責任準備金繰入 9,245,691,639 

求償権償却準備金繰入 2,054,718,309 

その他支出 3 

経 常 外 収 支 差 額 △85,815,026 

当期収支差額 6,101,175,666 

当期収支差額変動準備金繰入額 2,115,000,000 

基本財産繰入額又は基本財産取崩額 3,986,175,666 



Ⅳ 令和６年度事業計画 

（単位：百万円、％） 

 金 額 対前年度計画比 対前年度実績見込比  積算の根拠（考え方） 

保証承諾 260,000 100.0 83.9 

【保証承諾】 

・前年度に引き続き、ゼロゼロ融資の返済

開始の山があり、伴走支援型特別保証制度

による借換需要や償還分の再調達が見込

まれるため、計画額は 2,600 億円とした。 

 

【保証債務残高】 

・ゼロゼロ融資の返済本格化による約定償

還や繰上償還の増加が見込まれるため、計

画額は 1 兆 2,100 億円とした。 

 

【代位弁済】 

・物価高騰や人材不足等の影響による息切

れ倒産等の増加が見込まれるため、計画額

は 280 億円とした。 

 

【実際回収】 

・代位弁済の増加を見込むものの、無担保

や経営者保証に依らない保証の割合が増

加し、回収可能な求償権の割合低下が見込

まれることから、計画額は 27 億円とした。 

 

保証債務 

残 高 
1,210,000 91.0 90.3 

保証債務 

平均残高 
1,269,000 88.7 88.1 

代位弁済 28,000 100.0 121.7 

実際回収 2,700 100.0 98.2 

求 償 権 

残 高 
9,061 105.0 132.3 

 

 



Ⅴ 令和６年度業務運営方針 

県内の景気は、緩やかに持ち直しの動きがみられるものの、中小企業を取り巻く環境は厳しい状況

が続いていることから、中小企業者の資金繰りに支障が生じることがないよう、金融機関と連携して

迅速かつ適切な金融支援に努める。 

 また、地域経済の活性化や中小企業者の持続的な成長を促進するため、創業や事業承継支援ととも

に、経営者保証に依存しない保証に適切に取り組む。 

 併せて、利用者の利便性向上のため、情報発信の強化や保証申込手続き等の電子化を推進する。 

 さらに、資金繰りに支障が生じている中小企業者の返済緩和や事故発生の増加等が見込まれるため、

金融機関と連携して経営改善に向けた早期の取組みを支援するとともに、経営支援体制の強化を図る。 

 債権回収においては、物価上昇や過剰債務等により、業績の回復が遅れている中小企業者の代位弁

済増加が見込まれることから、効率的な債権管理・回収を行う。 

組織の管理運営においては、デジタル技術を活用した継続的な業務改革の取組みや、課題に的確に

対応する組織・人員体制の構築を進めていくほか、コンプライアンス態勢の一層の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ 役 員 名 簿 

令和 6 年 7 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

会 長 山 﨑 建 典  

副 会 長 谷 川 浩 道 福岡県商工会議所連合会 会長 

専 務 理 事 山 崎 巌  

常 務 理 事 牛 島 英 典  

〃 鹿 嶋 一 彦  

理 事 白 水 勝 哉  

〃 見 雪 和 之 福岡県 商工部長 

〃 大 田 京 子 福岡県議会議員 

〃 髙  島  宗 一 郎 福岡市長 

〃 武 内 和 久 北九州市長 

〃 原 口 新 五 久留米市長 

〃 花 田 稔 之 福岡県商工会連合会 会長 

〃 山 田 登 三 雄 福岡県中小企業団体中央会 会長 

〃 五 島 久 福岡銀行 頭取 

〃 村 上 英 之 西日本シティ銀行 頭取 

〃 鶴 久 博 幸 筑邦銀行 頭取 

〃 嘉 藤 晃 玉 北九州銀行 頭取 

〃 荒 木 英 二 福岡中央銀行 頭取 

〃 村 山 裕 昭 商工組合中央金庫 福岡支店長 

〃 井 倉 眞 福岡県信用金庫協会 会長 

監 事 上 野 順 治  

〃 豊 永 明 壽 福岡県警察 本部ピアサポーター 

〃 行 正 晴 實 行正晴實公認会計士事務所長 

                                       順不同敬称略 


